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令和８年度鹿児島県垂水市実地調査 令和８年10月８日（木）

２年次（R8）の取組

令和８年度鹿児島県垂水市実地調査 令和８年10月８日（木）

１ 国の方向性

２年次（R８） ３年次（R９） ４年次（R10）

実践期
①全学校で実践

全教員を対象とした
垂水小授業研究会と
夏季合同研修会を実施

②評価の研究
③指導計画の修正
□３年次の準備

実践期
①全学校で実践

全教員を対象とした
垂水小授業研究会と
夏季合同研修会を実施

②評価の研究
③指導計画の修正
□３年次の準備

GIGAスクール構想第１期（R3～R6）の取組を基盤として

発展期
□各教科の研究
□学びの質の向上
□幼保こ・高校

との接続
□４年次の準備

結実期

□めざす姿の具現
□全国に発信
□成果と課題
□次年度の準備

研究の年次計画（R8～R10）４ ２年次
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情報技術の「活用」 「適切な取扱」
（％）

令和８年６月実施（小２～中３）

「特性の理解」
子供の意識調査の結果（強肯定評価の割合）４ ２年次
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令和８年６月実施（小２～中３ 教員）

１ 国の方向性

情報技術の「活用」 「適切な取扱」
（％）

【 共通課題 】
●情報の整理・比較
●探究心・学習意欲
●学年差・個人差

「特性の理解」
教員の意識調査の結果（強肯定評価の割合）４ ２年次
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ねらい
情報の信憑性を判断するための基準を

自ら体系化して、発表者の意図や情報の
鮮度を確認する批判的思考の基礎を養
う。

本単元で育成したい情報活用能力
【情報技術の「活用」】

〇 情報の収集
【情報技術の「特性の理解」】

〇 メディアの特徴

垂水小授業研究会「５年 情報の時間（情報ブロック）」４ ２年次

令和８年度鹿児島県垂水市実地調査 令和８年10月８日（木）

導入

５つの本市の記事を提示して、
フェイクニュースかどうかを予想
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展開

記事の真偽について調べたことを
全体で共有（他者参照）

令和８年度鹿児島県垂水市実地調査 令和８年10月８日（木）

「情報の時間」の学習評価について４ ２年次

内 容

ねらい 〇 学びのプロセスと成⾧に着目
〇 適切に評価して授業改善へ

日々の評価 〇 多様な学習の成果物と観察
〇 デジタルデータとして蓄積

学期末評価
〇 自己評価カードを保護者に配布

子供自ら学習の成果物を披露
〇 通知表で学習状況を連絡

その他 〇 年度末にデジタルデータを引継
自己評価カード（５・６年生用）
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垂水のよさを
ＰＲするための
テーマを設定

取材等の情報を
収集・整理

本市はカンパチの
生産量が日本一

Q: カンパチは、餌をやる
とき、においで分かるの
ですか。

A: においではありません。
船の音で餌だと分かる
ようです。

カンパチ漁で働く
保護者の方に取材

動画や絵を使った
スライドで紹介

協和小研究公開「３・４年 ふるさと垂水（テーマ探究）４ ２年次

探究的な学びのプロセスで「情報の時間」の学びを活用
他県の小学校に

発信

令和８年度鹿児島県垂水市実地調査 令和８年10月８日（木）

全教員対象の夏季合同研修会（終日）４ ２年次

情報活用能力を
育む学習者主体の
授業について講話

授業・校務に役立つ
生成AIの活用法

「情報の時間」の
学びと融合した
「ふるさと垂水」の
授業づくり（演習）
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出典：教育課程部会 生活、総合的な学習・探究の時間WG 
情報 ・ 技術WG（R7.11.10）

構成要素の見直し
〇 小項目
〇 知識及び技能 と

思考力、判断力、
表現力等

ポイント
〇 各学年で設定
〇 垂水らしさを加味

学習計画の見直しの視点「体系表」４ ２年次

令和８年度鹿児島県垂水市実地調査 令和８年10月８日（木）

出典：教育課程部会 生活、総合的な学習・探究の時間WG 
情報 ・ 技術WG（R7.11.10）

学習計画の見直し
〇 「ミニ探究ユニッ

ト」の学習内容
〇 時代を先取りした

学習内容

ポイント
〇 学びの質
〇 企業等との連携

学習計画の見直しの視点「情報の時間」４ ２年次
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出典：教育課程部会 生活、総合的な学習・探究の時間WG 
情報 ・ 技術WG（R7.11.10）

学習計画の見直し
〇 「情報の時間」と

の接続を意識
〇 ふるさとを見つ
め、

探究的に学ぶ内容
ポイント

〇 テーマ探究と
マイ探究

〇 関係課・企業等
との連携

学習計画の見直しの視点「ふるさと垂水」４ ２年次

令和８年度鹿児島県垂水市実地調査 令和８年10月８日（木）

防災かるた

たまねぎの収穫 カンパチの餌やり

棒おどり 桜島の火山灰の研究

シャワークライミング

各校の特色を生かした単元づくり４ ２年次
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生き物と空気と
の関わりについて
課題を設定

植物の呼吸を調べる
方法を考案

センサーで調査・分析プログラミングで追究植物の呼吸に着目

協和小研究公開「６年 理科（各教科の学びへ）」４ ２年次

植物の呼吸を調査
した結果を考察

各教科の学習において「情報の時間」の学びを活用

令和８年度鹿児島県垂水市実地調査 令和８年10月８日（木）

各教科の授業改善の視点「『情報の時間』との関連」４ ２年次

指導計画の見直し
〇 「情報の時間」の

学習との重なり
〇 時数調整

授業の見直し
〇 「情報の時間」の

学びを発揮する場面
〇 学習者主体の授業

づくり
出典：教育課程部会 情報 ・ 技術WG（R8.6.25）


